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1．　　 は じめに
　 聞米 （JAXA／NASA ）を 中心 と し た餐国 掌宙機関の 協力

で 進め られ い る GPM （G1。bai　？tecipitation　MeasureTrients）計

画 が，2014 年 の コ ア衛星 の 打ち上げと共に 鵑始され よ う

と して い る。 この GPM 議騰 で は ， 多数の マ イ ク ロ 波放射

計搭載衛星 が 連携し，ほ ぼ全球 の 降水を高頻度高糟度で

測定す る計 画 と な っ て い る 。 そ して ， 各セ ン サ
ー

で 取得

され た降水量 は合成され，リアル タイ ム 配信されるこ と

に よ っ て ，洪水予測な どに応用 され る こ とが期待され て

い る。この よ うなプ ロ ジ ェ ク トは，GSMaP（Global　satellite
Mapping　ofPr   ip三tation）と呼ばれ て お り，こ れ らの マ イ ク

ロ 波放射誹デ
ー

タの 合成によっ て遠成される時間分解能

をさらに 高分解能化 し，1時間，0，1度の 全 球降水 マ ッ プ

を作成するこ とが，静止 軌道衛星搭載赤外放射訐データ

を供用す るこ とによっ て 可能で あ る。こ の プ m ダ ク トは，
GSMaP ＿MVK （Usbio　et　al．2009）と呼 ばれ，　JAXA の Website

を通 じて，リア ル タイ ム 配儒 され て い る。本報告 で は，
GSMaP 　MVK 作成 ア ル ゴ リズム の 詳細に つ い て 報告す る

とともに，雨鍬計によ っ て 補正 を行 うGSMaP −Gauge プ ロ

ダ ク トに つ い て も紹介す る。

2 ．　　 GSMaPLmncアル ゴ リズム

　衛星 搭載マ イ ク ロ 波 放 射計デ・一一タ は ， 静止 気象衛星 の

赤外醐像 に比 べ て，高精度 で の 降雨量推定が可能 で ある

こ とが 知 られ て い るが ，マ イ ク m 波放射計 は ，低軌道衛

黶に 搭載されて い るため，3 時間以内の 高時間分解能の 全

球降水分布の 作成 に は，サ ン プ リン グエ ラ
ーが顕著な問

題とな る。一
方，静．1と気象衛星 の 赤外画像は，マ イクロ

波放尉辭デ
ー

タに比 べ て 降雨量推定精度 は劣るもの の ，
サ ン プ リン グエ ラ

ー
の 閙題が ない た め，赤外放射誹 とマ

イクm 波放射計デ
ー

タを併用するこ とに より，0．1 度，1
罅 闘 とい っ た 従巣 に 比 して 格段 に 分解能 の 高い 全 球 降水

マ ッ プ の 作成 が 可能 と なる。
　 入 力データは， 1時 間前の 降水マ ッ プ，1 時間前か ら

現往ま で に観測され た マ イ ク ロ 波放射計ヂータ か ら算出
した降雨 強度デ

ー
タ，現在及 び 1 時間前の 静止 気象衛 星

に よ o て観測され た赤外放射計（凪 ）デ
ー

タで ある。マ イ ク

U 波放射辭デ
ー

タは、複数の マ イ ク ロ 波放射計デ
ー

タを

用い ，降雨の 導嵐は，Aonashi　and ．　Liu（2000）の ア ル ゴ リズ

ム に よ り行 っ て い る 。 ま た，穣 データに 闃 して は，　Goddard
I）AAC か ら配布 され て い る 4  ，30分の 分解能を 轡す る

全球 星R 瞬像デ
ー

タを合成 し，10  ，1時間の もの を用 い

て い る。
　 図 1に ア ル rfジズ ム の 基 本 構 造 を 示 す 。

　 IR 醺像 よ り．
雲移動ベ ク トル を算鑷す るた め ， 65 度 x65 度グ リッ ドの

画 像 間 で の 相 互 指 関 を計 算 し，そ の 構 互相関 係 数が 最 も

大 き くな る よ うな 画 像問 の バ イ ア ス 値 （移動 ベ ク トル ）

を針算す る。こ れを基 に，1 時間前の 降水マ ッ プ にお け

る各 ピ クセ ル の 降水を移動させ ，さら に，1 時間前 か ら

現在まで に マ イ ク ロ 波放射計 に よ り観測された降水量を

重 ね る こ とに よ り， 現 在の 降水マ ッ プ を得て い る 。 さ ら

に，降雨量の 増大や減少を統計的に 表礎す るため，カ ル

マ ン フ ィル タ に よる補 正 を加 えた後，時聞的 に逆方 向に

周様な処理を施す こ とに よっ て ， 降永マ ッ プデ
ー

タを作

成 して い る。
　
一

方，こ の よ うに 作成 され た 衛星 データの みを用い た

降水 マ ッ プ で は，雨量計に よっ て 観測された 降雨量に比

し て 過小 評価 され る傾陶に ある こ とが度々 指摘 され て い

る。その ため，世界各地に散在 して い る雨蠶計デ
ータ を

まとめ て 且 目，05 度分解能で NOAA が 準 リア ル タイ ム

配信 してい るデ
ー

タ（CPC　GIobal　Daily　Gauge）を用い て，
GSMaP ＿MVK を補正す る プ m ダク ト（GSMaP ＿Gauge プ ロ

ダク ト）を現在，作威 して い る。GSMaP ＿Gauge プ ロ ダ ク

トは，最尤推定に基づ い て 補正 を行い ，0．1度，1時間分

解能を有 して い る。

3 ．　　 まとめ

　G隈 時代 に 向けて，マ イ ク ロ 波 と赤外放射辭データ を併
用 した全球降水 マ ッ ププ ロ ダク トに 関 して，ア ル ゴ リズ

ム の 基本構造を紹介した 。 さらに ， 雨 量計データ を併用

した 全球降水プ ロ ダ ク トを作成す る試 み に つ い て も紹 介

した。　　
’
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図 1　 GSMaPJNIVK お よ び GSMaP ＿Gauge の ア ル

ゴ リズ ム の 基本構造
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